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カ
シ

へ
、
上
H
F
謙
信
の
鉛
大
鰐
背
出
世
大
腕
の
白
を
得
、
後
せ
し
め
る
に
は
多
大
の
似
鯨
を
製
す
る
か
ら
、
矢
張

所
々
の
合
戦
に
大
初
を
立
て
た
。
そ
の
子
内
側
三
郎

一
ー
り
出
航
就
に
臨
ふ
べ
き
℃
あ
り
、
第
一
一
蹴
も
第
二
股

兵
術
は
後
に
山
附
閑
却
に
仕
へ
て
刊
泊
十
phを
MVA
け

一
も
H
ハ
に
可
と
す
る
o
何
故
な
ら
ば
排
出
却
の
名
務
の
如

た。

一
き
は
、
部
だ
し
〈
狭
い
臥
M
を
限
定
す
る
も
の
で
な

カ
シ
マ
ヂ
ノ
生
プ

鹿
島
飴
の
続

出

品

川
刷
出
品
二
¥
七
他
も
小
品
も
阪
に
降
銭
し
た
お
岸
で
あ
る
か

怖
に
在
っ
て
、
地
上
約
一
米
の
所
E
円
以
も
太
〈
‘
九

一
ら
で
あ
る
。
そ
れ
仕
者
向
仰
と
い
ふ
の
は
、
加
m
町
郷

米
引
を
測
。
、
そ
こ
か
ら

U
大
な
る
」
ハ
幹
に
分
か
に
五
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
、
H

脱
却
一
大
を
雌
ひ
、
恰
も
森
林
の
如
き
似
を
坐
し

一

カ
シ
マ
ネ

鹿

島

嶺

瓜
一
山
知
十
六

『
所
間
多
耐

て
ゐ
る
。

地
方
人
目ノ
」
を
訟
の
木
と

m
L、
会
凶
的
の

-
乃
机
之
助
能
小
際
平
云
々
。
』
前
川
多
耐
は
今
か
し
ま

大
剛
で
あ
る
o
元
来
こ
の
叫
聞
は
向
山
制
批
の
あ
っ
た

-
ね
と
訓
み
、
郎
れ
州
出
削
の
設
と
削
附
す
る
の
が
定
説
と
な

地
で
あ
る
が
、
明
治
凶
十
二
年
そ
れ
を
川
郎
訴
の
能
っ
て
ゐ
る

o
X引
上
泊
採
の
瓜
お
必
新
宅
に
は
、『
カ

税
制
批
に
合
併
し
た
祉
で
あ
る
。

一
シ
マ
耐
の
机
の
ぬ
と
い
へ
る
耐
の
苦
い
ぶ
か
し
o
或

カ
シ
マ
ヂ
ロ
テ
ザ
エ
モ
ン

鹿
島
路
六
左
衛
門

一
は
乃
削
加
を
浪
。
、
又
料
倒
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。

投
辿
加
の
民
o
院
長
五
年
八
且
校
訓
般
に
於
い
て
、

一
カ
シ
マ
ノ
ミ
は
一布
日
の
い
恥
な
り
0
』
と
あ
る
o
商
白
い

丹
M
m
氏
の
士
坂
引
制
摘
出

Ze街
門
の
伐
に
対
た
れ
た
。

一
説
で
あ
る
が
、
院
に
m
H
す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
。

子
孫
は
な
い
。

一

カ
シ
マ
ノ
カ
ヤ

鹿
島
の
様

臥
一
宇
-
地
出
品
に
位

カ
シ
マ
ヅ

香
島
津

前
山
山
部
集
の
存
品
加
の
悦
也

一
む
佐
般
係
左
衛
門
は
、
奥
二
却
に
於
け
る
桜
附
領
の

を
論
じ
た
も
の
に
凹
説
が
あ
る
0

罰
則
一
は
出
品
消
防

一
大
陀
践
で
、
門
地
内
而
い
と
共
に
家
出
も
緊
m
M
L
‘

口
附
「
む
と
す
る
も
の
℃
、
そ
の
地
が
附
附
に
近
い
に

-
衆
民
必
裂
の
般
的
と
な
っ
て
ゐ
た
。

『
総
局
・乙
γ
附
・

却
づ
く
。
第
二
に
同
川
小
島
だ
と
す
る
も
の
で
、
小

-
似
木
・芯
γ
の
捌
・作
柄
・出
向
の
孫
左
衛
門
』
と
い
ふ

向
町
と
存
ぬ
と
凶
引
の
似
た
る
に
凶
る
ο
こ
の
こ
説

一
俗
怖
が
あ
っ
た
の
は
、
佐
際
家
の
地
悦
が
こ
の
地
方

は
、
大
作
家
持
の
蒋
ぬ
凶
作
よ
む
熊
淡
を
川
別
し
て
行
く

一
に
辺
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
部
う
た
の
だ
ら
う。

と
い
ふ
を
、
市
か
ら
北
に
向
か
う
た
と
併
す
る
の
で

一
そ
の
佐
般
家
の
山
山
地
に
、
今
も
一
味
の
年
古
り
た
る

あ
る
。
第
三
は
以
主
岬
火
水
附
出
乱
の
凶
ぬ
と
す
る
も

一
維
が
伐
っ
て
ゐ
る
。
地
上
一
米
で
川
凶
回
米
一
を
測

の
で
、
地
れ
の
刷
訓
な
る
に
制
附
酬
を
む
く
o
第
四
は

一
。
、
附
〈
郎
防
の
憾
な
以
て
知
ら
れ
て
似
る
。

間
州
仙
川
叩
と
す
る
も
の
で
、大
H
本
民
先
づ
之
を
町
へ
、

-

カ
シ
マ
ノ
シ
ヤ
ソ
ウ

鹿
島
の
結
後

江

沼

地
大

日
本
地
刷
出
芯
科
の
郎
製
し
た
防
で
.
凡
V

山
雌
凶
出
向
制

二
明
智
川
の
河
口
な
る
出
向
は
、
も
と
北
町
向
中
の
一
応

を
一
に
川中
一
円
山
と
も
糾
す
る
か
ら
.
こ
の
巾
に
銀
座
す

-
で
あ
っ
た
が
.今
は
限
地
と
制
約
い
て
ゐ
る
。
そ
の
地

る
式
内
加
夫
郁
比
出
品
川
枇
の
祭
耐
も
山
応
耐
な
ら

一
に
あ
る
胤
応
枇
の
祉
肢
は
、
シ
ヒ
・
タ
プ
ノ
キ
・
ツ
パ

ざ
る
べ
か
ら
ず
と
し
て
、
巾
地
こ
そ
一
脊
拘
州
刊
で
あ
る

↑
キ
等
を
巨
木
と
す
る
も
の
で
、
一
品
さ
一ニ
O
米
川
同
五

と
の
結
諭
を
住
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
こ
の
二
枕
は
家

一
O
O米
の
地
に
似
始
の
紋
態
そ
の
ま
ts
紫
茂
L
亡
医

師
刊
が
呑
ぬ
砕
か
ら
南
に
向
か
う
て
筒
'
来
村
に
航
し
た

一
る
。
こ
の
枇
議
巾
に
は
ま
た
掛
午
ツ
ル
ガ
マ
ヒ
マ
ヒ

t
f
b
'も
自
で
あ
る
o
し
か

L
L
の
同
首
都
武
牢
属
BZr
，
か
許
揮
し
、

7
カ
テ
ガ

ニ・

タ
ロ
ペ
Y

ケ
イ
専
の
置

町
制
が
多
い
。
こ
の
枇
議
は
昭
和
十
三
年
六
周
天
然
紀

念
物
に
指
定
せ
ら
れ
た
。

カ
シ
マ
ハ
ツ
ケ
イ

鹿
島
八
長
江
沼
川
吉
附
の

向
中
に
在
る
郎
防
を
巾
心
と
し
て
八
景
を
蚊
へ
た
も

の
。
箆
崖
蹄
帆
・竹
削
タ
閉
山
・
純
一
山
砦
鋭
・
怒
附
晴
嵐
・

糊
越
夜
陥
・
蛇
烏
新
版
・
白
山
計
M
MH
・
服
洲
明
且
こ
れ

で
あ
り
、
機
川
北
仰
の
作
に
か
と
也
胤
洲
八
紘
が
あ

"。。

鹿
島
宇
郡

カ
シ
マ
ハ
ン
コ
ホ
リ

リ

牢

制

。

カ
シ
ミ
樫
見

石

川
畑
出
係
正
に
印
刷
す
る
邸
前
。

郷
村
名
義
抄
に
、
官
僚
の
大
木
が
あ
っ
た
か
ら
村
れ

を
州
市
た
と
あ
る
。

カ
シ
ミ
ノ
カ
シ
樫
見
の
描
石
川
榔
襟
見
な
る

八
的
制
枇
の
境
内
に
在
っ
て
、
加
到
の
同
揃
罰
則
中
最

大
な
る
も
の
で
あ
る
。
樹
下
に
二
基
の
石
仰
が
あ
り
、

そ
の
一
に
千
税
不
朽
、
他
の
一
に
明
治
四
十
二
年
九

且
鉱
山
長
太
子
殿
下
行
許
紀
念
掲
之
と
し
た
の
は
、
後

の
大
正
天
U
F
が
将
下
に
玉
初
を
柾
げ
給
う
た
際
、
こ

の
捌
の
幻
探
を
台
切
に
供
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
も

の
で
あ
る
。
古
来
こ
の
木
の
誕
の
訓
読
す
る
と
き
は

必
ず
凶
事
あ
り
と
体
へ
ら
れ
、
村
民
の
川
宮
山
叫
す
る
市
川

と
な
っ
て
ゐ
た
。
部
山
間
取
引
も
こ
れ
か
ら
起
っ
た
も
の

で
あ
る
。

i
v

ハ

y
コ
ホ

ガ
シ
ユ

銭
首
金
制
仰
卯
民
附
同
制
宗
川
問
符
院
の
併

で
、
都
を
能
く
し
た
o
m剛
容
の
印
に
峨
傑
道
人
と
あ

る。
カ
シ
ュ
ウ
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
チ
ユ
ウ
ギ
デ
ン

加
州
金

銭
忠
義
徳
十
四
加
。

高
間
接
泌
が
巾
村
出
右
衛
門

を
殺
害
し
た
次
第
を
制
作
史
風
に
記
し
た
も
の
で
、
知

m
M
も
あ
る
。

カ
シ
ュ
ウ
コ
マ
ツ
ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
加
州
小机町
妓
考

↓
コ
マ
タ
ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
小
世
世
考
。

一七

O

カ
シ
ュ
ウ
ト
ウ
ゾ
タ
ア
ラ
生
メ
ヤ
テ

加
州
盗
賎

改

役

」

サ
y
y
ユ
ウ
ト
ウ
グ
タ
ア
一
フ
タ
メ
ヤ
タ

三
州
都
M
m
殴
役
。

カ
シ
ュ
ウ
ハ
ツ
ケ
イ

加
州
八
長

一

加

。
安
宅

郎
帆
・
今
江
附
嵐
・
H
米
タ
附
山
・
篠
以
枝
川
・
那
谷
晩

釘
・
御
率
即
時
株
月
・
向
山
科
吋
・
岱
列
世
間
仰
の
附
キ
一拍

い
た
も
の
ω
こ
の
八
日以
は
能
尖
川
小
松
附
也
の
み
を

畑
山
ん
で
あ
る
か
ら
、
同
地
の
入
の
同
し
た
腕
引
に
あ
ら

.ヲ
。カ

ジ
ユ
ツ
ガ
タ
ヤ
h
y
シ

ヨ

火

術
方
役
所
加
れ

市川
の
附
作
抗
火
器
銃
組
問
酬
を
側
支
出
保
行
し、

H
っ
そ

の
腿
縦
法
を
研
究
し
た
併
で
、
吋
加
水
六
年
の
創
設
に

係
る
o
mI
安
政
一苅
年
八
舟
改
め
て
引
桝
似
と
名
づ
け

た。
カ
シ
ラ
ナ
Z

頭
並

前
川
綱
紀
の
代
~
比
例
仙
凹
年

一
一
月
七
日

m
M澗三
兵
衛
直
方
を

m川
に
仰
せ
つ
け
ら

れ
、
役
料
山
口
石
、
寺
枇
奉
行
支
配
と
な
b
、
春
山
叫院

附
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
抗
役
を
む
か
れ
た
初
で
あ

る
。
苧
保
凶
年
春
樹
院
の
逝
去
後
必
ぜ
ら
れ
、
川
一の

後
前
川
宗
門
眠
時
代
印
ち
娃
苧
二
年
七
月
二
十
九
日
に

寺
商
同
期
八
郎
武
凡
が
附
加
を
命
ぜ
ら
れ
、
江
戸
中
日
出

版
御
成
式
御
用
と
な
っ
た
。
以
後
中
絶
し
た
が
、
文

化
十
年
二
月
二
十
二
日
品
川
勿
余
所
太
郎
致
半
、
十
三

年
十
且
二
十
二
日
坂
川
良
之
助
版
似
が
命
ぜ
ら
れ
、

御
奥
小
将
の
勤
向
は
従
来
の
如
〈
で
、
御
家
老
川
北
支

配
と
仰
渡
さ
れ
、
十
四
年
九
且
二
十
二
日
大
平
欣
太

夫
以
巾
ゆ
が
命
ぜ
ら
れ
て
、
附
凶
作
方
御
勝
手
間
の
狗
向

は
従
来
の
如
〈
で
、
甜
司
枇
裕
行
支
配
と
な
っ
た
ο
是

よ
り
御
近
期
日
刊
で
阿
川
と
な
る
市
は
御
家
老
栄
支

配
、
表
向
の
役
で
山
間
山
た
る
も
の
は
寺
耐
潜
行
支
配

に
凶
し
、
文
政
允
年
後
は
日
間
々
の
粂
役
を
勤
め
る

や
う
に
な
っ
た
。
顕
組
町
役
科
は
訟
に
百
石
で
あ
っ

私へ。


